
世界中の⽯油会社は、（原油）貯蔵タンクからのVOC（揮
発性有機化合物）の⼤気への排出を最⼩限に抑えるた
め、ますます厳格な規制要件に直⾯しています。これらの
規制要件を満たす効率的な⽅法の⼀つは、燃料ガスでタ
ンクのヘッドスペースを封じ込めることです。燃料ガスを封
じ込めに使⽤する主な利点は、油から逃げるVOCが燃料
ガスに⼊り、燃焼時に燃料ガスから放出されるエネルギー
に貢献することです。これにより、環境汚染を防ぐことがで
きます。

 
課題 
燃料ガスベースの封じ込めを使⽤する場合、タンクの充填プロセ
ス中に戻される燃料ガスの組成は急激に変化します。タンクのヘッ
ドスペースにあるVOCの量、およびそれに伴って戻される燃料ガ
スの量は、圧⼒、温度、タンク内に貯蔵されている物質（原油また
は他のもの）によって異なります。

 

燃料ガスの燃焼を
最適化し、VOCの
排出を最⼩化 
VOC（揮発性有機化合物）の封じ込めに使⽤される燃
料ガスの燃焼パラメーターを制御し、効率向上を図る 

⾼速応答型 WIM Compas アナライザーを燃料ガス供
給ラインに設置することで、燃焼前にガス流量および/また
は空気要求をアナライザーからのフィードフォワード信号で
制御することができ、以下の利点が得られます：

燃焼プロセスのエネルギー節約
ボイラーや炉の利⽤率の向上
温度制御の改善と炉内のホットスポットリスクの低減
CO や NOx などの排ガス排出の削減

各アプリケーションは少し異なりますが、詳細は次ページに
記載しています。
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計器の選定と設置
アナライザーを選定する際の重要な基準は以下の通りです

短いアナライザーの応答時間: 多くのカロリメーターは
信号を出⼒するのに20∼30秒を要しますが、変化は
数秒以内に発⽣することがあります。WIM
COMPAS™ はサンプル組成のステップ変化に対し
て90%の応答を5秒未満で⺬し、遅延や「デッド」タイム
も含まれています。

1.

低い信号雑⾳: ⾼い信号雑⾳レベルは信号を平滑化
する必要があり、通常は平均化によって⾏われます。そ
の結果、制御システムのステップ変化に対する応答が
遅くなります。WIM COMPAS™ は再現性が0.05%
F.S. です。

2.

サンプルタップポイントに近い設置位置: 理想的に
は、燃料ガスの発熱量と空気需要信号は燃料ガスが
バーナー先端を出る前に利⽤可能であるべきです。こ
れは、サンプルタップポイントからアナライザーまでの
移動時間とアナライザーの応答時間が、燃料ガスがサ
ンプルタップポイントからバーナーまで移動する時間よ
りも短いことを意味します。WIM COMPAS™ は、危
険区域においてもサンプルタップポイントで屋外に設
置可能です。

3.

最⼩の内部体積を持つサンプル処理システム: 理論
的には、速いループがシステム内のデッドボリュームを
補償できますが、これにより過剰なガスの排気やフレア
リングが発⽣します。WIM COMPAS™ は統合され
たサンプル調整システムを備えており、追加の外部サ
ンプル処理は不要です。

4.

燃焼空気要求信号の利⽤可能性: 発熱量（Wobbe
指数）は、燃料ガスアプリケーションにおける空気要求
の良い指標にはならないことがあります。WIM
COMPAS™ は残留酸素含量の原理に基づいてお
り、Wobbe 指数/発熱量（ガス）と CARI/空気需要
（空気）のための別々のキャリブレーションラインを保
持しています。

5.

動作範囲: アナライザーは燃料ガスの組成の⼤きな
変動に対応できる必要があります。WIM
COMPAS™ は、0∼120 MJ/Nm³（0∼3000
BTU/SCF）のすべての可能な組成の燃料ガスをフレ
ア消失や過熱のリスクなしに分析できます。

6.

校正ガスの選定: 正しい校正ガスは、すべてのケース
で最適な精度を提供します。多くの成分を含まず（でき
れば2∼3成分以内）、周囲温度が低い場合でも⼗分
な充填圧⼒を確保できるガスを選ぶ必要があります。
測定パラメータ: WIM COMPAS™ では、CARI と
Wobbe 指数は標準出⼒であり、⽐重、発熱量、空気
需要は標準オプションとして提供されています。
燃料ガスの炭化⽔素および/または⽔の露点: 燃料ガ
スがノックアウト容器から取られることは珍しくありませ
ん。サンプルラインやアナライザー内での凝縮を防ぐこ
とが重要です。WIM COMPAS のサンプル処理コ
ンパートメントは標準で 55°C に加熱されています
が、必要に応じて 150°C に加熱することも可能で
す。
硫⻩含有量および他の腐⾷性成分の存在: 不適切
な材料選定は、アナライザーを急速に腐⾷させ、詰まら
せる原因となります。適切な部品選定とアナライザー設
計により、10%以上の硫⻩が含まれていても連続運転
が可能です！
全体の応答時間: サンプルプローブ先端からアナライ
ザー信号出⼒までの遅延時間分析を提供し、要件に
準拠していることを確認する必要があります。特に⾼
圧ガスラインを分析する場合に重要です。
周囲温度範囲および危険区域認証要件: もちろん、こ
れらも考慮する必要があります。WIM COMPAS™
は複数の危険区域に対応した認証を受けており、その
エポキシコーティングされたステンレス鋼製の外装は
IP65 等級で、過酷な⼤気条件にも対応しています。
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